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１．はじめに 

古代から、天文測量は地球上の位置を決定したり、暦を作成したりするのに用いられてきた。しかし、近

年、宇宙技術の進歩に伴い、その存在価値が極めて小さくなっている。その主な原因は精度の悪さであ

り、最新の測量器を使用しても、大気による光の屈折誤差は地表面上で数100mに達する。 

一方、GPS（Global Positioning System）は 1周波のナビゲーション用と2周波の精密測量用に分かれる

が、いずれも広く普及している。1周波GPSは、精度が10m程度であり、2周波GPS相対測位のｍｍの精

度には遠く及ばない。2周波GPSは、富士山頂においても、国土地理院のGEONET観測点がある。天文

測量と同様に、GPSにおいても大気の影響は大きく、特に 1周波においてはその誤差の大きな部分を占

めていると考えられる。 

本研究は、富士山頂において天文測量と1周波GPS観測を行い、下界の観測データと比較することに

より、対流圏大気の影響について考察することを目的とした。また、富士山頂において星座を見ることによ

る自然教育的な効果を期待した。 

 

2．方法 

天文測量器としては、Zeiss社製トータルステーション：RecＥｌｔａＲＬを使用した。また、1周波GPS受信機

としては、Garmin 社製ハンディ GPS 受信機：GPSⅡを使用し、RS-232C ケーブルでパソコンと接続し、ア

ルプス社のプロアトラスに付属のGPSドライバーにより、データログを取った。 

観測場所は、測候所3号庁舎東側の板敷きのスペースを使用した。 

観測期間については、天文測量は天候に大きく支配されるため、8月18日の20時～21時に限られた。

GPS観測はそれほど天候の影響を受けず、日中、夜間を問わずにできるので、7月22日18時～21時、

7月23日15時～18時、および8月18日15時～17時、19時～22時に実施した。天文測量観測時に

は、GPSも同時に観測できた。 

天文測量で観測できた星は、北極星と木星であった。 

対照として、2002年以来行っている神奈川県小田原市における同様の観測データを使用した。 

 

3．結果と考察 

星座観察については、8月18日の夕方、短時間ではあったが測候所滞在者とともに天の川や木星などを

堪能することができた。天の川などは、都会ではなかなか見ることができないので多くの人に見ていただ

けたら、と考える。 

天文測量は、短時間であったが、北極星と木星のデータを取ることができた。このうち、木星のデータに

ついて、水平方向に約3°のずれが生じてしまった。この原因は現在検証中である。 

1 周波 GPS のデータについては、観測期間を通じて、大きな変動は見られなかったが、高さについて±

10m程度の波が見られた。大気の影響については、現在検証中である。 

日食の間接的影響と見られる現象は、天文測量・GPS共に見とめられていない。 
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